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脳の神経回路は、ニューロンの三次元的なネ

ットワークから成り立っている。本研究では、

健常例および統合失調症例を対象に、大脳皮質

の三次元構造を放射光ナノトモグラフィ法で

解析した。得られたニューロンの構造を解析し

たところ、神経突起の曲率が個人間で異なり、

統合失調症では違いが顕著になることを見出

したので報告する。 

ヒト剖検脳の前部帯状回皮質から組織検体

を切り出し、ゴルジ染色した。ヒト検体に関し

ては、各関連機関の倫理に関する委員会の認可

に従って研究を実施した。得られた測定検体を

用いて、大型放射光施設 SPring-8 および米国ア

ルゴンヌ国立研究所 Advanced Photon Source に

おいて、フレネルゾーンプレート光学系を適用

して、ニューロンの X 線像を撮像した。その

のち、トモグラフィ再構成計算により三次元像

を求め、神経ネットワークをトレースして構造

モデルを構築した。以上の手順で、健常 4 例と

統合失調症 4 例の計 55 件の構造を、デカルト

座標系上の三次元モデルとして決定した。 

これら構造から、神経ネットワークの幾何学

的特徴をパラメータ化し、症例間で比較した。

その結果、神経突起の曲率が個人間で異なり、

特に統合失調症例ではナノメータスケールで

蛇行した構造を示すことが明らかとなった

(Fig. 1)。今回解析した前部帯状回は、意思決定

等の高度な脳機能を担う部位とされている。そ

の構造の違いは、個人の間での精神や思考の違

いに関連すると考えられる。 

 

Fig. 1. Neuronal network of cerebral cortex of a 

schizophrenia case. Structures are color-coded. 

Scale bar: 5 μm. https://arxiv.org/abs/1804.00404
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